
終
戦
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
　
満
州
開
原
飛
行
場
に

て
終
戦

入
ソ
日
　
　
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
日

抑
留
地
　
　
ク
ラ
ス
ニ
ヤ
ー
ド
↓
チ
タ

作

業
　
　
伐
採
そ
の
他

引

揚
　
　
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日

引
揚
船
　
　
信
洋
丸

上
陸
地
　
　
舞
鶴

現

在
　
　
シ
ー
ド
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
代
表
取
締
役
と

し
て
元
気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
骨
に

む
ち
打
っ
て
人
生
を
生
き
抜
き
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

死
没
者
の
慰
霊
碑
建
立
運
動
を
行
い
、
遺
族
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
府
民
、
市
民
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

（
京
都
市
　
北
村
穂
）

戦
争
と
私
　 

大
阪
府
　
中
森
勇
　 

一
、
家
族
的
な
教
育
隊

昭
和
十
九
年
四
月
、
旧
満
升
国
鉄
嶺
市
の
■
瓦
建
て
の
大
き

な
兵
舎
・
広
い
練
兵
場
の
あ
る
空
き
兵
舎
に
、
軍
属
と
し
て
三

重
県
か
ら
二
十
九
人
で
あ
っ
た
が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る

の
で
相
当
数
い
た
。

入
隊
三
日
目
に
、
私
た
ち
六
人
が
吉
林
省
九
台
県
下
九
台
街

に
あ
る
満
州
第
二
六
四
部
隊
教
育
隊
勤
務
の
辞
令
を
受
け
た
。

首
都
新
京
か
ら
列
車
で
一
時
間
の
と
こ
ろ
で
、
人
口
五
万
人
ぐ

ら
い
の
静
か
な
街
で
、
部
隊
の
近
く
に
日
本
人
夫
婦
の
経
営
す

る
漬
物
店
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
胞
が
多
数
い
る
よ
う
た
っ

た
。こ
こ
も
■
瓦
建
て
の
空
き
兵
舎
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
関
東

軍
が
南
方
戦
線
に
転
出
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
教
育
隊
に
は
先

着
の
五
人
が
お
り
、
数
日
後
に
四
人
が
到
着
し
、
教
育
隊
が
構



成
さ
れ
た
。

隊

長
　
平
野
中
佐
　
（
東
京
都
出
身
）

庶
務
主
任
　
高
橋
少
尉
　
（
秋
田
県
出
身
）

堀
江
曹
長
　
（
新
京
満
鉄
宿
舎
に
家
族
が
お

り
、
日
曜
日
に
遊
び
に
行
っ
た
）

筆

生
　
伊
藤
軍
属
　
（
秋
田
県
出
身
）

中
森
軍
属

給

仕
　
吉
村
軍
属
　
（
神
戸
市
出
身
）

塩
崎
軍
属
　
（
愛
媛
県
出
身
）

中
川
軍
属
　
（
大
阪
府
出
身
・
女
性
）

教
務
主
任
　
後
藤
中
尉
　
（
広
島
県
出
身
）

？
　
少
尉

経
理
主
任
　
？
　
少
尉

石
垣
軍
属
　
（
京
都
市
出
身
）

炊

事
　
稲
川
軍
属
　
（
関
東
出
身
）

大

工
　
渡
辺
軍
属
　
（
？
）

運

転

手
　
松
平
軍
属
　
（
？
）

炊
事
・
雑
役
に
満
州
人
を
数
人
使
用
し
た
。

私
た
ち
筆
生
は
、
教
務
主
任
・
後
藤
中
尉
の
立
案
に
よ
り
、

築
城
教
育
の
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
た
。
ガ
リ
切
り
を
し
、
給
仕

た
ち
が
印
刷
を
、
ま
た
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
図
面
を
複

写
し
、
焼
き
付
け
、
逐
次
製
本
に
仕
上
げ
た
。
五
月
に
入
る
と

在
満
各
部
隊
の
中
・
小
隊
長
ク
ラ
ス
の
中
尉
・
少
尉
が
約
三
十

人
、
学
生
と
し
て
教
育
が
始
ま
っ
た
。

尉
官
で
あ
っ
て
も
平
日
は
丸
腰
の
軍
服
姿
で
あ
る
が
、
始

業
・
終
了
式
は
軍
服
に
軍
力
を
つ
け
、
革
長
靴
を
は
き
、
多
数

集
ま
れ
ば
そ
う
そ
う
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
教
育
期
間
は
一
カ

月
間
で
、
隧
道
測
量
や
炭
鉱
見
学
な
ど
も
あ
り
、
私
も
よ
く
同

行
し
た
。
六
月
に
は
第
二
期
生
の
教
育
が
逐
次
行
わ
れ
た
。

二
、
転
出
兵
の
心
情

七
月
上
旬
、
下
九
台
に
数
人
の
留
守
番
を
残
し
、
隊
長
以
下

我
々
は
南
満
州
の
公
主
嶺
市
へ
。
こ
こ
も
■
瓦
建
て
の
大
き
な

空
き
兵
舎
。
広
い
練
兵
場
も
あ
り
、
鉄
道
の
引
込
線
ま
で
あ

る
。さ
て
こ
こ
で
何
を
す
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
新
し
い
部

隊
の
編
成
で
あ
る
。
行
き
先
は
判
明
し
な
い
が
、
南
方
、
沖

縄
、
そ
れ
と
も
内
地
か
？
　
夜
間
、
引
込
線
か
ら
列
車
で
出
発

し
た
。
数
人
の
脱
走
兵
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
と
で
聞
い
た
。
平



和
な
満
州
か
ら
戦
地
行
き
は
辛
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
二

回
の
編
成
を
し
て
下
九
台
の
教
育
隊
に
帰
っ
た
。

八
月
上
旬
、
衛
兵
要
員
と
し
て
小
泉
軍
曹
以
下
兵
士
八
人

が
、
ま
た
憲
兵
と
満
語
の
通
訳
が
配
属
さ
れ
て
、
教
育
隊
も
少

し
増
員
さ
れ
た
。

三
、
住
居
と
待
遇

下
士
官
と
軍
属
の
住
居
は
、
関
東
軍
大
演
習
当
時
建
築
さ
れ

た
営
外
下
士
官
用
の
木
造
宿
舎
で
、
六
畳
の
和
室
で
あ
っ
た
。

冬
は
満
州
人
が
ペ
ー
チ
カ
を
焚
い
て
く
れ
、
部
屋
は
暖
か
か
っ

た
。月
給
百
二
十
円
・
滞
在
手
当
百
二
十
円
、
し
め
て
二
百
四
十

円
、
国
鉄
当
時
の
六
倍
で
あ
っ
た
。
食
事
は
三
食
官
給
で
あ

り
、
日
用
品
購
入
と
日
曜
日
に
支
那
料
理
を
食
べ
に
行
く
ぐ
ら

い
で
、
あ
ま
り
金
が
必
要
な
い
の
で
、
百
円
を
親
に
電
報
為
替

で
送
金
し
、
残
り
は
貯
金
し
た
。
当
時
と
し
て
は
高
給
で
あ
っ

た
。
昼
休
み
は
営
庭
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
、
夏
は
近
く
の
畑
で

満
州
人
か
ら
買
っ
た
西
瓜
、
ま
く
わ
が
お
い
し
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
一
年
繰
り
上
げ
の
徴
兵
検
査
が
あ
り
、

甲
種
合
格
と
な
り
、
胸
に
桜
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
バ
ッ
ジ
を
つ

け
、
入
隊
の
日
を
待
っ
た
。
四
月
末
、
春
近
い
日
曜
日
、
友
達

と
公
園
で
遊
ん
で
い
る
と
、
一
人
の
娘
が
話
し
か
け
て
く
る
。

日
本
人
と
思
っ
て
い
た
ら
日
本
語
を
勉
強
し
た
満
州
人
で
あ
っ

た
。
日
本
人
と
話
を
し
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
な
か
な
か
上
手
に

話
せ
る
。
日
曜
日
ご
と
に
数
回
逢
っ
た
。
帰
り
は
い
つ
も
彼
女

の
家
の
前
で
別
れ
た
が
、
高
い
塀
で
囲
ま
れ
た
大
き
な
家
だ
っ

た
。
四
、
入
隊
・
即
敗
戦
・
抑
留

六
月
中
旬
、
東
満
総
省
東
寧
の
第
五
七
四
部
隊
に
現
役
入
隊

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

軍
隊
か
ら
軍
隊
へ
、
軍
属
か
ら
軍
人
に
、
あ
ま
り
変
化
が
な

い
が
、
教
育
隊
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
、
作
成
し
て
く
だ
さ
っ

た
寄
せ
書
き
の
日
の
丸
を
持
っ
て
入
営
し
た
。

東
寧
は
満
ソ
国
境
に
近
い
が
、
入
隊
し
た
所
は
小
さ
い
学
校

の
よ
う
な
所
で
、
仮
兵
舎
の
よ
う
だ
。
新
入
隊
者
約
二
十
人
が

初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。
ど
う
も
我
々
だ
け
で
さ
み
し
い
ぐ
ら

い
だ
。
七
月
中
旬
、
国
境
近
く
の
陣
地
の
第
三
中
隊
に
配
属
さ

れ
た
。
丸
太
づ
く
り
で
屋
根
は
草
ぶ
き
で
、
電
気
も
な
く
お
粗

末
さ
ま
だ
。
毎
日
陣
地
で
タ
コ
穴
を
掘
る
の
が
日
課
で
あ
っ



た
。八
月
九
日
、
普
段
静
か
な
陣
地
の
近
く
の
道
路
を
、
日
本
人

婦
女
子
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
、
ま
た
荷
物
を
背
負
っ
た
満
州

人
数
人
が
後
方
に
移
動
し
て
い
る
の
で
何
故
か
と
思
っ
て
い
る

と
、
夕
方
六
時
ご
ろ
前
方
道
路
に
ソ
連
軍
戦
車
が
出
現
、
ま
さ

か
と
思
っ
て
い
る
と
我
々
陣
地
に
戦
車
砲
が
さ
く
烈
、
弾
丸
の

風
圧
で
樹
の
枝
・
葉
が
落
下
し
て
く
る
。
わ
が
方
は
小
銃
の
み

で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
攻
撃
さ
れ
た
よ
う

に
思
っ
た
が
、
反
撃
が
な
い
の
で
三
十
分
ぐ
ら
い
で
終
わ
っ

た
。
翌
日
早
朝
か
ら
部
隊
本
部
と
一
中
隊
の
陣
地
が
攻
撃
さ
れ

て
い
る
の
が
一
望
で
き
た
。
す
べ
て
の
陣
地
は
撃
破
さ
れ
、
私

た
ち
七
、
八
人
は
、
ソ
連
軍
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
夜
間
、
後

方
に
移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
二
、
三
日
乾
パ
ン
食
な
の

で
米
飯
が
恋
し
い
。
畑
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
あ
っ
た
の
で
、
失
敬

し
て
し
ゃ
ぶ
っ
た
。

山
の
中
で
、
一
人
の
日
本
兵
か
ら
敗
戦
と
広
島
に
原
爆
を
投

下
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
道
路
は
ソ
連
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
何

か
荷
物
を
満
載
し
て
次
か
ら
次
へ
と
絶
え
間
な
く
走
っ
て
い

る
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
が
、
広
大
な
満
州
の
総
て
が
戦
利
品
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
列
車
と
ト
ラ
ッ
ク
で
昼
夜
運
び
去
っ
た
ら
し

い
。街
に
出
る
と
多
数
の
日
本
兵
が
ソ
連
軍
に
武
装
解
除
を
受
け

て
お
り
、
私
た
ち
も
こ
れ
ま
で
と
覚
悟
し
、
列
の
あ
と
に
並
ん

だ
。
銃
と
手
榴
弾
一
発
を
投
げ
出
し
服
装
検
査
を
受
け
、
収
容

所
に
入
っ
た
。
こ
こ
の
兵
舎
は
関
東
軍
大
演
習
時
代
の
バ
ラ
ッ

ク
建
て
で
、
食
事
は
自
前
だ
か
ら
何
か
探
す
し
か
手
段
が
な
い

の
で
、
馬
の
飼
料
の
固
形
豆
粕
や
野
草
を
食
べ
た
。

九
月
下
旬
移
動
が
始
ま
り
、
一
〇
〇
〇
人
の
作
業
大
隊
と
し

て
行
軍
で
あ
っ
た
。
早
朝
か
ら
夕
暮
れ
遅
く
ま
で
、
昼
食
時
だ

け
の
休
憩
で
六
日
間
続
い
た
。
着
い
た
所
は
ど
う
も
ソ
連
領
ら

し
く
、
近
く
に
駅
舎
が
な
い
が
鉄
道
線
路
が
見
え
る
。
い
ろ
い

ろ
な
デ
マ
が
飛
び
か
う
中
、
荒
野
で
三
日
間
ほ
ど
野
宿
し
た
。

す
る
と
有
蓋
貨
車
を
連
結
し
た
列
車
が
入
り
乗
車
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
北
朝
鮮
の
羅
新
港
か
ら
帰
国
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
ど
う
も
方
向
が
違
う
ら
し
く
、
夜
間
星
を
見
た
と
こ

ろ
北
へ
北
へ
と
走
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
み
ん
な
は
落
胆

し
、
車
内
は
一
時
静
か
に
な
っ
た
。
長
時
間
走
行
し
て
い
る
か

と
思
え
ば
、
単
線
で
行
違
い
の
関
係
か
、
臨
時
運
転
の
こ
の
列



車
は
三
、
四
時
間
の
停
車
も
あ
り
、
五
日
間
の
列
車
輸
送
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
さ
ら
に
北
へ
北
へ
と
運
ば
れ
、
し
ん
し
ん
と

降
る
雪
の
十
一
月
三
日
（
旧
明
治
節
）
に
収
容
所
に
入
っ
た
。

丸
太
を
横
に
積
み
上
げ
て
造
っ
た
、
以
前
は
ロ
シ
ア
人
囚
人
収

容
所
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
電
気
も
な
く
、
こ
の
山
の
中
で
伐
採

作
業
か
と
思
う
と
失
望
し
た
。
入
所
二
、
三
日
目
に
工
場
技
術

経
験
者
は
集
ま
る
よ
う
に
と
通
告
が
あ
っ
た
の
で
、
経
験
は
な

い
が
こ
の
山
奥
で
は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
と
思
い
、
な
ん
と
か
な

る
だ
ろ
う
と
経
験
者
に
な
り
す
ま
し
、
職
種
は
仕
上
工
と
し

た
。
工
場
の
あ
る
所
は
た
ぶ
ん
街
で
、
こ
こ
よ
り
は
条
件
が
良

い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

新
収
容
所
は
各
作
業
大
隊
よ
り
集
め
ら
れ
た
工
場
技
術
経
験

者
五
〇
〇
人
で
構
成
さ
れ
、
白
の
モ
ル
タ
ル
造
り
で
、
電
気
も

あ
り
、
寝
台
も
ま
あ
ま
あ
で
あ
る
。
つ
い
て
い
る
ぞ
！
　
と
思

っ
た
。
旋
盤
工
・
鋳
物
工
・
製
缶
工
・
仕
上
工
な
ど
で
、
工
場

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
人
収
容
所
の
隣
は
ロ
シ
ア
人
囚

人
収
容
所
で
、
共
に
工
場
作
業
者
で
あ
る
。
工
場
の
主
な
要
職

は
民
間
人
で
、
ロ
シ
ア
人
囚
人
と
日
本
人
戦
争
俘
虜
が
肉
体
労

働
者
で
あ
っ
た
。

収
容
所
・
工
場
と
も
三
重
の
有
刺
鉄
線
で
囲
ま
れ
、
四
方
の

望
楼
か
ら
二
十
四
時
間
監
視
し
て
い
る
、
檻
の
中
の
生
活
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
、
先
の
こ
と
な
ど
判
ら
な
い
。

一
週
間
ほ
ど
す
る
と
、
技
術
の
よ
く
な
い
者
約
五
十
人
は
屋

外
作
業
に
配
置
換
え
さ
れ
、
未
経
験
者
の
私
は
当
然
そ
の
仲
間

入
り
し
た
。
貨
車
か
ら
冷
凍
肉
・
冷
凍
魚
や
石
炭
の
下
ろ
し
、

ま
た
道
路
の
補
修
作
業
な
ど
で
あ
っ
た
。

入
ソ
以
来
見
覚
え
の
ロ
シ
ア
語
が
い
く
ら
か
判
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
、
事
務
を
す
る
者
が
必
要
に
な
り
、
幸
い
事
務
所
で

働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
所
は
工
場
の
二
階
に
あ
り
、
日
本

人
の
屋
外
作
業
者
の
労
務
関
係
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

事
務
所
の
構
成

ナ
チ
ャ
ニ
ク
　
　
（
所
長
）
　
　
　
　
　
　
　
中
尉
の
軍
人

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
　
（
作
業
ノ
ル
マ
計
算
）
　
囚
人

ボ
ウ
ハ
ク
テ
ル
　
（
作
業
の
金
額
を
計
算
）
囚
人

カ
マ
ン
ジ
ル
　
　
（
現
場
監
督
）
　
　
　
　
囚
人
ク
リ
コ
フ

（
日
本
人
現
場
監
督
）
　
海
原

（
事
務
）
　
　
　
　
　
　
中
森

所
長
以
外
は
囚
人
・
戦
争
俘
虜
で
あ
っ



た
。

屋
外
作
業
を
し
た
証
明
書
の
作
業
量
を
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ボ

ウ
ハ
ク
テ
ル
に
各
々
計
算
し
て
も
ら
い
、
更
紙
に
線
を
ひ
き
様

式
を
つ
く
り
、
ロ
シ
ア
文
字
で
各
人
の
名
前
を
書
き
、
毎
日
の

作
業
パ
ー
セ
ン
ト
と
金
額
を
記
入
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
あ

っ
た
。
工
場
に
は
旧
満
州
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
旋
盤
機
械
が
据
え
付

け
ら
れ
、
日
本
人
が
使
う
ほ
う
が
能
率
が
上
が
る
と
い
う
計
算

ら
し
い
。
ま
た
工
場
広
場
に
は
、
戦
利
品
の
日
本
軍
の
戦
車
や

機
械
類
な
ど
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し
て
野
積
み
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
頃
、
屋
外
作
業
者
が
一
二
〇
人
ほ
ど
に

な
り
、
事
務
所
が
収
容
所
の
近
く
に
な
り
、
収
容
所
の
要
員
も

か
わ
っ
た
。

収
容
所
の
構
成

所

長
　
　
中

佐
　
　
（
大
柄
で
温
厚
な
お
じ
い
さ

ん
）

警

備
　
　
中

尉
　
　
（
努
力
し
て
昇
進
し
た
よ
う

な
中
年
将
校
）

下
士
官
・
兵
士
・
約
十
人

労

務
　
　
上
級
中
尉
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ
イ
プ
の

青
年
将
校
）

事

務
　
　
中

森

経

理
　
　
少

尉
　
　
（
や
さ
し
そ
う
な
青
年
将

校
）

事

務
　
　
リ
ラ
ー
嬢
　
　
（
目
が
パ
チ
リ
と
か
わ
い
い

が
足
が
少
し
不
自
由
）

ド
ク
ト
ル
　
　
女
性
中
尉
　
　
（
口
紅
・
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
つ

け
革
長
靴
を
は
き
美
人
）

収
容
所
の
日
本
人
概
略

責

任

者
　
　
滝

沢
　
（
東
北
出
身
・
旧
大
尉
）

工
場
作
業
者
　
　
　
　
約
　
三
七
〇
人

屋
外
作
業
者
　
　
　
　
約
一
二
〇
人

医

師
　
　
　
　
　
一

人
　
（
薬
が
な
い
の
で
困
っ
て

い
た
。
旧
中
尉
）

炊

事
　
　
　
　
　
三

人
　
（
仕
事
柄
太
っ
て
血
色
良

好
）

散

髪
　
　
　
　
　
一

人

所
長
は
じ
め
当
局
関
係
者
は
近
く
に
宿
舎
が
あ
り
、
妻
子
同



伴
で
あ
っ
た
。

上
司
の
上
級
中
尉
や
経
理
少
尉
は
朝
十
分
ぐ
ら
い
の
在
室
で

留
守
の
ほ
う
が
多
い
の
で
、
気
楽
な
毎
日
で
あ
っ
た
。
た
ま
に

電
話
で
仕
事
の
指
示
が
あ
っ
た
。

日
本
人
が
収
容
所
か
ら
出
入
り
す
る
時
は
衛
兵
と
警
備
兵
が

人
員
を
引
き
継
ぐ
の
が
平
常
で
、
作
業
現
場
は
警
備
兵
の
監
視

つ
き
で
あ
る
が
、
最
近
は
互
い
に
信
頼
し
、
一
緒
に
来
て
い
る

と
い
う
感
じ
だ
。

ま
た
ソ
連
人
を
呼
ぶ
場
合
、
頭
に
「
同
志
」
を
つ
け
る
こ
と

で
さ
ら
に
親
愛
を
増
し
て
い
く
。
例
え
ば
「
兵
隊
さ
ん
」
と
か

「
少
尉
殿
」
と
言
う
よ
り
も
、「
同
志
・
兵
士
」「
同
志
・
少
尉
」

と
言
う
ほ
う
が
「
志
を
同
じ
く
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
す
る

人
」
で
、
親
密
な
友
に
使
用
し
た
。

私
は
仕
事
の
都
合
上
と
き
ど
き
一
人
で
他
の
工
場
へ
作
業
証

明
書
を
も
ら
い
に
行
っ
た
が
、
上
級
中
尉
か
ら
通
知
済
み
で
あ

っ
た
の
か
、
衛
兵
に
行
先
を
告
げ
る
だ
け
で
す
ん
だ
。

交
通
手
段
は
、
道
路
を
走
行
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
に
手
を
上

げ
て
止
め
、
降
り
る
時
は
運
転
台
の
屋
根
を
叩
い
て
止
め
て
も

ら
っ
た
。
民
間
人
は
だ
れ
で
も
こ
の
手
を
使
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
頃
か
ら
作
業
の
往
復
に
は
労
働
歌
を
合

唱
す
る
よ
う
に
な
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
色
が
入
っ
て
き
て
、
夕

食
後
は
勉
強
会
が
あ
り
、
青
年
部
の
実
行
委
員
も
や
っ
た
。

ロ
シ
ア
人
囚
人
と
話
を
し
た
が
、
彼
ら
の
刑
期
が
十
～
十
五

年
と
長
い
こ
と
で
、
罪
名
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
窃
盗
犯
が
多
い
よ

う
に
思
え
た
。

毎
年
十
一
月
が
く
る
と
、
冬
季
の
帰
国
が
な
い
の
で
、
翌
春

の
帰
国
を
心
待
ち
に
、
話
は
食
べ
物
の
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ

た
。昭
和
二
十
四
年
六
月
、
突
然
全
員
帰
国
の
知
ら
せ
が
あ
り
、

す
ぐ
に
出
発
準
備
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
入
ソ
以
来
の
た
び

重
な
る
所
持
品
検
査
で
最
低
生
活
用
品
の
み
で
、
荷
物
は
少
な

い
の
で
な
ん
の
こ
と
は
な
い
。
ロ
シ
ア
の
皆
さ
ん
に
挨
拶
も
そ

こ
そ
こ
に
、
隊
列
を
つ
く
り
出
発
し
た
。

終
戦
四
年
後
の
日
本
の
状
況
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
の
で

不
安
も
あ
る
が
、
ダ
モ
イ
（
帰
国
）
は
最
高
の
喜
び
で
あ
る
。

ナ
ホ
ト
カ
ま
で
の
列
車
輸
送
は
、
往
路
と
違
っ
て
な
ん
と
な
く

速
い
。
港
近
く
で
二
、
三
日
の
待
機
で
遠
州
丸
に
乗
船
、
七
月

十
九
日
、
待
ち
に
待
っ
た
祖
国
舞
鶴
港
に
上
陸
し
た
。




